
 

 

 

 

 

 

 

 

 

「体験学習のススメ」 
 

 夏休み中に、藤沢市みらい創造財団主催による「遊行寺に泊まろう！」というイベントが行われました。

藤沢市在住の小学生（４～６年生）３６名が参加し、本校の中学３年生がそのグループリーダーとして協力し

ました。 

ふじさわ宿交流館では藤沢の歴史を学び、遊行寺では僧侶の方々と共に食事をいただき、朝のお勤めを見学

し、清掃作業にも参加しました。その後は写経を体験し、本校の茶室では茶会が開かれました。１泊２日のイ

ベントでしたが、小学生たちは目を輝かせてそれぞれの活動に取り組んでいました。また、夜の肝だめし大会

は相当怖かったようです。今回のイベントには１６１名の応募があったそうです。３６名の定員に対して１６

１名の応募ですから、競争率は約５倍。抽選で選ばれた小学生たちは初対面の人がほとんどでした。すぐに打

ち解けあって、楽しそうに過ごしていたのが印象的でした。 

第２学期が始まりました。今学期はサマーキャンプを皮切りに横浜・東京自主研修、職業体験、藤嶺祭、熊

野研修旅行など様々な体験学習が続きます。大切なのは実際に体験してみることだと思います。体験する前に

いろいろと悩んでしまい、躊躇することは避けるべきだと思います。「やってみてから考える」ほうが得策で

はないでしょうか。 

最後に、今回３年生から１２名の諸君がグループリーダーに名乗り出てくれました。とてもうれしく思いま

したが、宿泊費等の予算の関係で６名に絞らざるを得ませんでした。この場をお借りしてお詫び申し上げます。 
 

 

 

 

 

 

 今年のサマーキャンプでは中学１年生は山梨県の「森と湖の楽園」、中学２年生は長野県の農家での民泊と

千人塚キャンプ場を拠点に実施されます。団体行動や仲間との協力が普段の学校生活以上に必要です。楽しい

思い出を作るだけでなく宿泊行事ならではの学びを大切にしてください。大自然の中での様々な体験を通し

て大きく成長できると良いですね。 
 

 
 

 

 

 英・国・数の３教科を計８０分で解答します。英単語・漢字・計算問題など３教科の基礎的な内容が出題さ

れます。どれだけ準備を出来たかが結果を大きく左右します。日々の地道な取り組みと事前学習をしっかりと

行ってください。 
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９月２２日（金）に総合学習が行われます。それぞれの学年での実施内容を紹介します。 

中１：横浜自主研修 

横浜での班別研修を行います。見学施設やコースを選び、調べ学習を行います。事前に行動計画を立てると

ともに、見学施設の展示内容等の下調べをしっかりと行って充実した研修にしましょう。 

中２：東京自主研修 

 東京での班別研修を行います。日本の文化をテーマに班ごとに旅程を企画し東京の各所を巡ります。日本の

文化に触れることで日本人としての教養が深まるとともに、３学期の研究発表会にも結びつく研修になると

良いですね。入念に準備をしていきましょう。 

中３：職業体験 

神奈川県内にある様々な事業所で職業体験を行います。１日という限られた時間ではありますが、事業所で

はルールやマナーを守って積極的に活動してください。将来を深く考えるきっかけになると良いですね。 

 

 

 

 

 

 

 夏休み明けは心が不安定になりやすい時期といわれています。心の不調は身体症状を引き起こし、倦怠感や

食欲不振、睡眠不足などとして現れます。いつも以上に身体の状況に目を向けることが大切だと思います。ま

た、夏の残暑もまだまだ続くようです。こまめに水分補給などを行い、熱中症には十分に気をつけて学校生活

を送りましょう。 

 

 

 

 

 

 

   ２日（土）～４日（月） サマーキャンプ（中１・中２） 

   ５日（火） キャンプ代休（中１・中２） 

  ８日（金）  保健講演会（中１・５～６限） 

    １５日（金）  月例テスト（１～２限） 

   総合学習事前指導 

    １６日（土） いじめ防止ワークショップ（中１・４限、中２・３～４限） 

いじめ防止講演会（中３・３～４限） 

    ２２日（金）  総合学習 

    ３０日（土）  遊行塾教養講座 第１回 

総合学習について 

学校生活について 

９月の予定 


